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大阪難波ロータリークラブ週報 

  ２０２１．２．１８ №２１１１ 

今 日 の 卓 話 

２月１８日（木） 

テーマ 

卓話者   福田  忠 会員 

ロータリー４つのテスト 次 回 の 卓 話 

２月２５日（木） 

未 定 

 
言行はこれに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

 大阪難波ロータリークラブ      例会日時 毎週木曜日 １２：３０ 

 創立 １９７６年８月５日      例会場  スイスホテル南海大阪7階 芙蓉の間 

 会長：川口栄計  幹事：福田 忠  会報・雑誌委員長：三島敏宏  事務局：安部亜希子 

 事務局 〒542-0076 大阪市中央区難波5-1-60 スイスホテル南海大阪５階 
 TEL 06-6632-3956  FAX 06-6632-3957  e-mail osaka-namba@poem.ocn.ne.jp 

ニ コ ニ コ 箱 報 告 

前 回 の 合 計          ￥ ０（休会） 

本日までの累計 ￥１，４５９，５００(54%達成) 

２月末の予算額 ￥２，６６０，０００ 

出 席 報 告 

前回 ２月４日 (休会) 

会 員 総 数 ５ ８ 名 
出席免除を除く      

ＭＵを含む  

修正出席率  
出 席 会 員 数 名 

出 席 率 ％ 

（国際ロータリー会長 ホルガー・クナーク） 

 20２０-20２１年度 国際ロータリーのテーマ 

「ロータリーは機会の扉を開く」 

（第2660地区ガバナー 簡 仁一） 

これからの予定 

2月25日（木）例会未定             2月27日（土）IM第4組ロータリーデー中止 

3月 4日（木）例会未定・臨時総会・定例理事会     3月11日（木）例会未定 

3月13日（土）会長エレクト研修セミナー(PETS)および地区研修・協議会  

子
ど
も
の
頃
か
ら
好
き
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
好
き
な
事
を
仕
事
に
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
不
動
産
で
す
。
不
動
産

関
係
の
事
を
し
て
い
る
と
、
ど
れ
だ
け
時
間

が
か
か
っ
て
も
全
く
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
常

に
様
々
な
所
か
ら
沢
山
の
情
報
を
収
集
し

て
、
良
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
へ
実
際
に
足
を

運
び
自
身
の
目
で
確
か
め
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
想
像
す
る
。
こ
の
一
連
の
行
為
が
楽
し

く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。 

仕
事
の
進
め
方
は
、
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
を

仕
入
れ
て
、
直
ぐ
に
転
売
す
る
事
よ
り
長
期

で
賃
貸
を
行
う
こ
と
を
主
体
に
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
物
件
を
見
つ
け
て
現
場
に

赴
き
、
物
件
に
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
店
子
さ
ん
に
満
足
し
て
も

ら
い
、
多
く
の
お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
う
。

そ
し
て
、
近
隣
地
区
が
盛
り
上
が
る
。
そ
ん

な
こ
と
を
想
像
し
て
い
ま
す
。
大
家
・
店

子
・
お
客
さ
ん
・
地
域
が
喜
ん
で
も
ら
え

る
、
そ
ん
な
こ
と
が
不
動
産
に
は
出
来
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
機
会
を
作
る
こ
と
が

私
の
仕
事
の
理
想
で
す
。 

学
生
時
代
を
早
稲
田
大
学
に
て
過
ご
し
ま
し

た
の
で
卒
業
後
は
、
関
東
に
て
マ
ン
シ
ョ
ン

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
会
社
に
就
職
し
楽
し
く
仕

事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
十

五
歳
の
時
に
、
当
時
弊
社
の
代
表
で
あ
っ
た

父
親
の
希
望
で
大
阪
に
戻
る
こ
と
と
な
り
、

家
業
に
入
社
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
最

初
は
主
業
で
あ
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
専

念
し
て
基
礎
か
ら
学
び
ま
し
た
。
十
年
が
経

過
し
た
こ
ろ
か
ら
不
動
産
事
業
部
を
立
ち
上

げ
て
、
少
し
ず
つ
物
件
を
増
や
し
て
い
き
ま

し
た
。
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
棟
物
の
物

件
購
入
を
行
う
の
で
、
投
資
額
が
大
き
く
当

初
は
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
の
を
憶
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
有
難
い
こ
と
に
父
は
反
対
す

る
こ
と
な
く
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
７
月
、
天
神
橋
筋
六
丁
目
に
十
階
建

て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
竣
工
さ
れ
ま
す
。
土
地

の
取
得
か
ら
３
年
以
上
経
過
し
た
案
件
で
す

の
で
、
非
常
に
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
自

身
の
居
宅
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
空
き
家
再
生
に
も
興
味
が
あ
り
ま

す
。
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
と
っ
て
空
き
家

は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ク

ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
考
え
方
も
良
い
の
で
す

が
、
空
き
家
に
付
加
価
値
を
付
け
て
、
再
度

命
を
吹
き
込
こ
と
も
大
切
な
こ
と
と
思
い
ま

す
。
こ
の
様
に
不
動
産
は
、
目
を
か
け
て
手

を
か
け
る
と
し
っ
か
り
と
育
っ
て
く
れ
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
好
き

な
不
動
産
を
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

［ 
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ー
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子
供
の
頃
か
ら
好
き
な
こ
と  
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滋野雅之  会員 

世
代
を
紡
ぐ 
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健
康
で
い
る
た
め
に
は
笑
顔
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
の
こ
と
に
集
中
し
な
い

様
に
自
身
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

仕
事
や
趣
味
、
遊
び
も
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
自
分
自
身
を
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
状
態
で
い
ら
れ
る
様
に
し
て
い
ま
す
。
好
き
な
こ
と

や
楽
し
い
事
だ
け
を
続
け
て
い
る
と
そ
の
時
は
心
地
良
い
の
で

す
が
、
気
が
付
け
ば
予
想
外
の
事
が
起
こ
っ
た
り
し
ま
す
。
何

事
も
偏
り
過
ぎ
る
と
ス
ト
レ
ス
に
な
る
と
い
う
危
機
感
を
持
つ

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
、
家
族

や
ス
タ
ッ
フ
の
助
言
を
聴
い
て
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
事
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

心
を
健
康
に
保
つ
た
め
に
は
、
私
は
う
た
か
ら
癒
し
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
自
然
と
笑
顔
が
生
ま

れ
ま
す
。
一
概
に
う
た
と
言
っ
て
も
、
「
歌
う
・
書
く
・
読

む
」 

３
つ
の
う
た
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

最
初
の
「
歌
う
・
う
た
」
は
、
作
詞
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
童

謡
と
大
阪
な
に
わ
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

作
曲
は
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
代
表
を
二
十
年

も
務
め
て
、
十
憶
円
以
上
寄
贈
さ
れ
た
大
川
真
一
郎
会
員(

大
東

Ｒ
Ｃ)

の
作
曲
の
も
と
私
が
作
詞
し
ま
し
た
。
大
川
会
員
に
は
懇

意
に
し
て
頂
き
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
ご
縁
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

次
に
「
書
く
・
う
た
」
は
、
川
柳
で
す
。
こ
ち
ら
は
大
阪
日
日

新
聞
に
て
「
一
日
一
笑
に
ち
に
ち
川
柳
」
と
い
う
欄
が
あ
り
一

般
読
者
と
し
て
応
募
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
二
十
回
以

上
掲
載
し
て
頂
き
ま
し
た
。
「
権
力
は 

つ
か
む
も
の
よ
り 

握
る
も
の
」 

「
せ
か
せ
か
と 

気
づ
か
う
タ
バ
コ 

な
ぜ
う

ま
い
」
な
ど
、
時
代
や
世
相
と
人
々
の
気
持
ち
を
反
映
さ
せ
て

軽
快
に
伝
わ
る
よ
う
に
作
り
ま
し
た
。 

続
い
て
「
読
む
・
う
た
」
は
、
詩
吟
で
す
。
吟
ず
る
と
は
、
詩

文
を
リ
ズ
ム
や
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
て
歌
う
の
で
は
な
く
、
詩
文

の
朗
読
を
基
本
と
し
て
特
有
の
節
回
し
を
加
え
て
効
果
的
に
詩

情
を
表
現
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
吟
道
に
忠
実
に
取
り
組
ん
だ

お
か
げ
で
、
「
粋
真(

す
い
し
ん)

」
と
い
う
雅
号(

が
ご
う)

を
頂

き
ま
し
た
。 

好
き
な
言
葉
に
、
「
古
今
無
二
路
」(

こ
こ
ん 

に
ろ
な
し)

が

あ
り
ま
す
。
今
も
昔
も
道
は
一
筋
、
た
と
え
や
る
こ
と
は
違
っ

て
も
目
の
前
に
あ
る
事
を
黙
々
と
取
り
組
む
こ
と
が
人
生
を
作

る
と
い
う
教
え
で
す
。
そ
の
や
る
べ
き
事
は
、
自
分
が
や
り
た

い
事
が
ベ
ス
ト
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
時
で
も
、
黙
々
と
行
う

事
と
同
時
に
、
自
分
の
本
意
に
し
て
い
る
事
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く

行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
思
い
返
せ
ば
、
う
た

を
行
っ
て
い
る
時
は
、
仕
事
で
も
か
な
り
集
中
し
て
い
ま
し

た
。 

健
康
に
つ
い
て
は
、
仕
事
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
腸
内
細

菌
の
力
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を
進
め
て
い
ま
す
。
多
く
の
医

学
学
術
誌
で
論
文
発
表
さ
れ
て
い
る
通
り
、
乳
酸
菌
の
身
体
対

す
る
抗
酸
化
能
力
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
乳
酸
菌
素

材FK
-2
3

は
体
に
害
の
あ
る
活
性
酸
素
の
除
去
能
力
を
高
め
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
を
多
く
の
方
に
実
感

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
で
す
が
、
二
〇
〇
〇
年

に
大
阪
な
に
わ
Ｒ
Ｃ
に
入
会
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
素
晴
ら
し

先
輩
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
よ
り
難
波
Ｒ
Ｃ
に
お
世
話
に
な

り
、
会
員
其
々
が
素
晴
ら
し
く
、
更
に
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
ま

と
ま
り
が
あ
る
素
晴
ら
し
い
ク
ラ
ブ
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

バ
ラ
ン
ス
よ
く
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

［ 
 

健
康
と
笑
顔  

］ 

岡本真一郎  会員 

世
代
を
紡
ぐ 
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  ♪ それでこそロータリー 

 どこで会っても やあと言おうよ  

見つけた時にゃ おいと呼ぼうよ  

遠い時には 手を振り合おうよ  

それでこそ ローロー ロータリー  

第２１回例会  本日のプログラム 

開 会 （点鐘） 通算第２１１１回例会 

・ロータリーソング   「それでこそロータリー」 

・ソングリーダー  本間一成会員 

・来客紹介     友好委員 

・ストレッチ 

 

会 食 

・歌とピアノ    木下裕子  

・会長報告     川口栄計会長 

・幹事報告     福田 忠幹事 

・委員会報告    各委員長 

・出席報告     出席委員 

・ニコニコ箱報告  ＳＡＡ 

・卓話    

 

閉 会 （点鐘） 



★来客紹介：ありません 
 
★会長報告：川口会長 
1.皆さん、こんにちは。2月4日例会の休会に伴
う臨時報での会長報告を行います。現在、2
月9日（火）にこの原稿を執筆しておりま
す。大阪府下でのコロナ感染者数は、大阪モ
デルの基準を下回っておりますが、重症患者
数は、依然、高い水準であり、また京都府、
兵庫県が解除に慎重な姿勢を見せていること
からも解除は難しい状況です。今週、11日
(木)は建国記念日の為、本来より休会日であ
りましたが、恐らく現在の推移で感染者数が
減少を辿れば、18日（木）より、いよいよ例
会も再開したいと考えております。どうぞ、
FAXもしくは郵送での連絡に注意してくださ
い。また幹事からのご連絡の通り、ZOOMとの
ハイブリットの例会となります。出席をご心
配される方は、こちらもご利用ください。改
めて操作方法等をご連絡したいと考えており
ます。 

2.さて本日の「ロータリアンの足跡」は、ロー
タリークラブとフリーメイソンというテーマ
でお話しします。皆さんは「フリーメイソ
ン」と聞いてどの様なイメージをお持ちで
しょうか？秘密結社とか、如何わしい宗教儀
式、世界制覇とか、そんな事を思い浮かべる
方もいらっしゃる事でしょう。元は中世ヨー
ロッパでの建築の職工団体であります。その
主な目的は相互扶助にありました。またこの
時代の建築を職業とする人々の社会的地位は
高く、あらゆる分野の技術に精通する「王者
の技術」とされていました。現代に於きまし
ては、友愛団体として世界中に存在し、親睦
と社会奉仕活動をされております。ただし、
入会儀式など、未だオープンにされておら
ず、閉鎖的であり、勧誘もありません。フ
リーメイソンは自分から志願した人しか受け
入れないそうです。グランドマスター（国を
代表するガバナーのような存在）の就任式の
様子の写真を見ましたが、何となくライオン
ズクラブの入会式に近い厳かなものがありま
した。ライオンズクラブの創始者、メルビ
ン・ジョーンズは、フリーメイソンでした。
またロータリークラブの創始者、ポール・ハ
リスもフリーメイソンでしたが、公式見解で
RIは、組織としてのフリーメイソンとの関り
を否定しています。但し双方のクラブとも職
業人の集まりであり、親睦と相互扶助を原点
にした経緯からロータリークラブもライオン

ズクラブもそのモデルにしたであろう推察は
否定できません。ポール・ハリスもメルビ
ン・ジョーンズもフリーメイソンのロッジ
（例会場）に出席しているのですからヒント
にしてもおかしくは無いでしょう。 

 それでは、本日の会長報告を終わります。皆
様、あともう少しです。共に支えあい頑張り
ましょう。 

 
★幹事報告：福田幹事 
1.２月は、ロータリーにおける、平和構築と紛
争予防月間となっております。今世界では
様々な地域で紛争が起こっています。政治や
宗教の対立、民族紛争などの理由で、外国へ
逃げたり国内の別の場所に避難を余儀なくさ
れた人たちは、２０１９年末時点で約７，９
５０万人（第二次世界大戦後最大）と言われ
ています。 
私たちの暮らす日本は島国ですので、そもそ
も国境紛争は縁遠い問題でしたし、「紛争」
自体、少し遠い国の話という感覚があるかと
思います。 
先日もミャンマーで軍事クーデターが起こ
り、国家顧問であるアウン・サン・スー・
チーほか与党の幹部がミャンマー軍に拘束さ
れ、軍は政権を掌握したと発表しました。日
本では各地で、在日ミャンマー人の方たちに
よる抗議デモが起こっています。ミャンマー
に関しては長い歴史と伝統のある国ですの
で、色々と難しい問題もあると思います。軍
事政権にしても他国の軍事政権とは少し事情
が違い、特定の独裁者がいる訳でもないの
で、市民デモの群衆に警察が放水攻撃する
中、一部の警官が市民側についたりと、どう
も一枚岩では無いような気がします。 
私たちロータリアンは、せめて平和構築と紛
争予防月間である２月には、世界の紛争につ
いて興味を持ち、理解を深め、「今、どうす
れば平和構築に寄与できるか？」を考えるこ
とが、平和と国際理解への貢献の第一歩だと
思います。 
 

2.ロータリーにおける、平和構築と紛争予防月
間が２月であるのは理由がありまして、２月
２３日がロータリー創立記念日だからです。 
１９０５年２月２３日は、ロータリーの創始
者ポール・ハリスが、友人３人と最初に会合
をもった日であり、この創立記念日は「世界
理解と平和の日」として遵守されています。 
この２月２３日から３月１日までの１週間を

 ２月は「平和構築と紛争予防月間」です 

２月 会員夫人誕生日 おめでとうございます 
 

2月  4日 桜井 明会員夫人 愃子様      2月20日 西原芳博会員夫人 綾子様        

2月26日 東村賀文会員夫人 幸代様    2月29日 川口栄計会員夫人 千景様 

２月 結婚記念日 おめでとうございます 
 

     2月 3日 山田誠一会員ご夫妻     2月 5日 千田忠司会員ご夫妻     

     2月 8日 岡本真一郎会員ご夫妻   2月19日 本間一成会員ご夫妻      

          

「世界理解と平和週間」と呼び、ロータ
リーの奉仕活動を強調することを決議し
ています。 
日本にとりましてもこの２月２３日は、
徳仁天皇陛下が皇位を継承されてから
「天皇誕生日」となりました。３０年以
上にわたる明仁上皇陛下の元号「平成」
には、「平和の達成」という意味があり
ます。 
あらためて２月２３日（祝）の天皇誕生
日は、平和のありがたさに感謝し、平和
について考える日にしてはいかがでしょ
うか。 
日本に暮らす私たちだけの平和は、本当
の平和ではないと思います。それは私た
ち個人の平和ではあるかもしれません
が、人類全体の平和とは違ったもので
す。私たちが本当に平和を望むのであれ

ば、どこかひとつの国や地域の平和では
なく、他のあらゆる国々・地域の平和の
ために、協力しなければいけないと思い
ます。  
国や地域、肌の色や言語など、様々な違
いを越えて人類全体の平和を築くために
は、まず私たちロータリアンが、そのた
めに努力しなければならないと思いま
す。  
 

 
★委員会報告：ありません。 
★ニコニコ箱報告：ありません  
★卓話：ありません   
 
 
     


